
２人組で相談し、一覧表の中からベスト 10 に入っているものを予

想して選び、発表していきます。相手意識をもって考えを伝え合っ

たり折り合いをつけたりする練習です。事前に話型や話し合いの例

を示して、成功体験に繋げられるように進めます。社会の学習で、

ほかに戦国武将ランキング、都道府県面積ランキング等も手軽に設

定できます。 

この活動では、始めに発言のルールを提示します。興味関心を引き

出す内容を取り上げ、発表に自信を持てるようにしていきます。暑

い夏に聴こえてくる「涼しげな音」「海の音」などを聞いて、鑑賞曲

につなげたいと思います。そして、細長い箱を使い、つまようじ、

ビーズなど身の回りの材料を落とし、雨の音の「音楽づくり」をし

ます。 

 

「合図でゴー！」では、教員が「よういドン！」と言ったら子ども

たちは走ります。「どんぶり！」など違う言葉を言うこともありま

す。よく聞くことや間違えても気持ちを切り替えて活動を楽しむこ

とがねらいです。「こおりおに」では、活動を始める前に「タッチ

されるコース」「タッチされないコース」「見学コース」の中から自

分に合ったコースを選んで安心して取り組めるようにしています。 

「りんご/バナナ」「味噌/醤油」等の、２つの対象物の好きな方を

決めたり、好きな理由を発表したりする活動です。間違いや失敗の

ない活動なので、子どもたちは安心して取り組めます。自分の好き

なものを決めるスキルも身に付きます。また、自分の考えを、皆の

前で発表することへの自信につながる活動にもなります。 

 

アートカードに吹き出しを付けて、『なんて言っているかな？』と

投げかけます。アートカードから伝わってくるのは『どんな気持ち

だろう？』と心のチャートに表します。アートカードを用いた「正

解のない問い」を通して、一人ひとりの見方や感じ方を大切にして

いきます。 

 

通級指導教室で行う自立活動でも、国語の教科学習で行うような

「言葉」を題材にした活動を行うことがあります。言葉は、コミュ

ニケーションや対人関係、自己理解など、情緒通級に通う子どもた

ちに必要な力の土台になるものだからです。今回は、国語１年下「こ

れは、なんでしょう」国語２年下「似た意味のことば、反対の意味

のことば」で活用できそうな通級の教材を紹介します。 

 

そよかぜ通信発行の機会に、ミニコラムを掲載しています。 

今回は、十日市場小の職員研修より抜粋です。 

「教室でできる！！ 全員参加の通級指導教室活動体験」

と称して通級指導をアレンジして、

教科学習で取り入れられたら…と考えました。一部ですが、紹介します。 

 

活動体験内容 
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